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はははじじじめめめににに
この清掃用ブロアは、乗用型の装置に取り付けて使
用する専門業務用の製品であり、そのような業務に
従事するプロのオペレータが運転操作することを前
提として製造されています。この製品は、集約的で
高度な管理を受けている公園、ゴルフ場、スポー
ツ・フィールドその他の芝生において、風でごみを
吹き飛ばす方法によって清掃を行うことを主たる
目的として製造されております。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全
に使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合 www.Toro.com製
品・アクセサリに関する情報、代理店についての情
報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻
印した銘板の取り付け位置を示します。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。

図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 2を使用しております。死亡事故を

含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
安安安全全全ななな御御御使使使用用用のののたたためめめにににははは機機機械械械ののの運運運転転転、、、移移移動動動ややや搬搬搬送送送、、、
保保保守守守整整整備備備、、、保保保管管管なななどどどににに係係係わわわるるる人人人々々々ののの日日日常常常ののの意意意識識識ややや心心心
がががけけけ、、、まままたたた適適適切切切ななな訓訓訓練練練なななどどどががが極極極めめめててて重重重要要要ででですすす 不不不適適適
切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっったたたりりりすすするるるととと、、、死死死
亡亡亡ややや負負負傷傷傷なななどどどののの人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを
防防防止止止すすするるるたたためめめににに以以以下下下ににに示示示すすす安安安全全全のののたたためめめののの注注注意意意事事事項項項
ををを必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい

運運運転転転ののの前前前ににに
• 本機をご使用になる前に必ずこのマニュアルを

お読みになり内容をよく理解してください操作
方法をしっかり身につけ、緊急時にすぐに停止
できるようになってください。マニュアルが足
りない場合は、製品のモデル番号とシリアル番
号を以下までお知らせくだされば、無料で差し
上げますThe Toro® Company, 8111 Lyndale Avenue
South, Bloomington, Minnesota 55420-1196

• 子供に運転させないでください。大人であって
も適切な訓練を受けていない人には運転させない
でください。このマニュアルを読み、内容をき
ちんと理解した人のみが取り扱ってください。

• アルコールや薬物を摂取した状態で運転や操作
を行うことは避けてください。

• 作業場所から人を十分に遠ざけてください。

• ガードなどの安全装置は必ず所定の場所に取り
付けて使用してください。 安全カバーや安全装
置が破損したり、ステッカーの字がよめなく
なったりした場合には、機械を使用する前に修
理や交換を行ってください。また、常に機械全
体の安全を心掛け、ボルト、ナット、ネジ類が
十分に締まっているかを確認してください。

• サンダルやテニスシューズ、スニーカーやショー
ツでの作業は避けてください。また、だぶつい
た衣類は機械にからみつく危険がありますから
着用しないでください。作業には、必ず長ズボ
ンと頑丈な靴を着用してください。 安全メガ
ネ、安全靴、およびヘルメットの着用をおすす
めします。地域によってはこれらの着用が義
務付けられています。

運運運転転転中中中ににに
• 締め切った場所でエンジンをかけるときは、必

ず十分な換気を確保してください。エンジンか
らの排気は有毒であり、場合によっては死亡
事故につながります。

• 車両は一人乗りです。絶対に人を乗せないで
ください。

• エンジンの始動や運転操作は必ず着席して行っ
てください。

• この製品は運転席に着席した状態でオペレータ
の耳の位置での音量が90 dB(A)を超える可能性が
あります。長時間にわたって使用される場合に

は、聴覚保護のために、聴覚保護具を着用する
ようにしてください。

• 運転には十分な注意が必要です転倒や暴走事故
を防止するために以下の点にご注意ください

– 作業は日中または十分な照明のもとで行う。

– ゆっくりとした走行速度で運転し、隠れた穴
などの見えない障害に警戒を怠らない。

– サンドトラップや、溝・小川など危険な場
所の近くを通らない

– 小さな旋回をするときや法面で旋回するとき
は、走行速度を十分に落としましょう。

– 急停止や急発進をさける。

– バックするときには、後方の安全に注意し、
マシンの後部に人がいないことを十分に確
認する。

– 道路付近で作業するときや道路を横断すると
きは周囲の交通に注意する。常に道を譲る心
掛けを。

• 清掃作業中は、排出口に人を近づけないでくだ
さい。周囲の人間が排出口に近づかないように
注意し、また排出口を人に向けないように注
意してください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は
避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなくなっ
たりした時は、絶対にターンしないでくださ
い。必ずバックで、ゆっくりと、まっすぐに
下がって下さい。

• 大大大丈丈丈夫夫夫だだだろろろううう、、、ははは非非非常常常ににに危危危険険険作業中に人や動物
が現れたら、直直直ちちちににに作作作業業業停停停止止止注意力の分散、
アップダウン、カッティングユニットから飛びだ
す異物など思わぬ危険があります。周囲に人が
いなくなるまで作業を再開しないでください。

• エンジン作動中や停止直後は、エンジン本体や
マフラーが熱くなっていますから手を触れないで
ください。触れると火傷を負う危険があります。

保保保守守守
• 整備・調整格納作業の前には、エンジンが不意

に作動することのないよう、必ずキーを抜き
取っておいてください。

• このマニュアルに記載されている以外の保守整
備作業は行わないでください。大がかりな修理
が必要になった時や補助が必要な時は、Toro正
規代理店にご相談ください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分なグ
リス、草や木の葉、ホコリなどが溜まらないよう
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ご注意ください。高温のエンジンに水をかけた
り、電装部に水を掛けたりしないでください。

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつけ、常
に機械全体の安全を心掛けてください。ファ
ンシャフトのベアリングの取り付けボルトや
ナットが所定のトルクで締め付けられている
か、頻繁に点検してください。

• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検してく
ださい。油圧を掛ける前に、油圧ラインの接続
やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホール・リークやノズルからは作動
油が高圧で噴出しているので、絶対に手などを近
づけないでください。リークの点検には新聞紙
やボール紙を使う。高圧で噴出する作動油は皮
膚を貫通し、身体に重大 な損傷を引き起こす。
万一、油圧オイルが体内に入った場合には、こ
の種の労働災害に経験のある施設で数時間以内
に外科手術を受けないと壊疽えそを起こす。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジン
を停止し、ブロアを下降させてシステム内部の
圧力を完全に解放してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければな
らない時は、手足や頭や衣服をファンやその他の
可動部に近づけないように十分ご注意ください。

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を上げ
ないでくださいトロ正規代理店でタコメータに
よるエンジン回転数検査を受け、安全性と精度
を確認しておきましょう。

• エンジンオイルを点検・補給する際には、必ず
エンジンを停止してください。

• トロの製品をトロの製品として維持し、いつも
最高の性能を発揮できるよう、必ずToroの純正
部品をご使用ください。他他他社社社ののの部部部品品品やややアアアクククセセセサササ
リリリははは絶絶絶対対対にににごごご使使使用用用にににななならららななないいいでででくくくだだださささいいい。。。必ず
Toroの商標を確かめてご購入ください。他社の
部品やアクセサリを使用すると製品保証が適用
されなくなる可能性があります。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損
したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

98-3110

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読み、講習を受けること。

2. 警告 聴覚保護具を着用のこと。

3. 飛来物による危険 オペレータは目の保護を行い、周囲の
人を十分に遠ざけること。

4. 手足や指の切断の危険 可動部が完全に停止するのを待つ
こと。

98-3111

1. 回転部

93-9083

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険 可動部に近づかない
こと。

58-6520

1. グリス

106-5517

1. 警告 表面が熱い触れないこと。
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105-4593

1. 回転軸に巻き込まれる危険 作動中にカバーを外さないことす
べてのガード類を正しく取り付けて使用すること。

114–4054

1. 警告オペレーターズマニュアル を読むこと 必ずロッキング
ピンを正しく取り付けて運転すること。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – キャスターホイールを取り付けます。

ブロアアセンブリ 1
ロッキングピン 12
ヘアピンコッター 1

ブロアをトラクションユニットに取り付け
ます。

3 必要なパーツはありません。 – リンクアセンブリの調整を行います。

4 必要なパーツはありません。 – ブロアをグリスアップします。

5 必要なパーツはありません。 – 前ウェイトを取り付けます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 使用前に必ずマニュアルを読むこと。

パーツカタログ 1 パーツ番号を調べるための資料です。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 このブロアを取り付け・使用するには、トラク
ションユニットに後部クイックアタッチシステム
Model 30377と補助油圧パワーキット Model 30380が
装備されていることが必要です。

1
キキキャャャスススタタターーーホホホイイイーーールルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. キャスターホイールのスピンドルシャフトか
らテンショニングキャップを外す図 3。スピ
ンドルシャフトからスペーサとスラストワッ
シャ各1を抜き取る。スラストワッシャ1枚を
シャフトに残す。

図図図 3

1. テンショニングキャップ 4. ブロアフレームのキャスタ
チューブ

2. スペーサ 5. キャスタホイール

3. スラストワッシャ2枚

2. ブロアフレームのブッシュにキャスタスピン
ドルを下から上へ通し、もう1枚のスラスト
ワッシャとスペーサをスピンドルに取り付
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け、テンショニングキャップでアセンブリを
固定する図 3。

3. キャスターホイールアセンブリのタイヤ空気
圧を 2.535kg/cm2 3550psiに調整する。

2
ブブブロロロアアアをををトトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトににに取取取りりり
付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ブロアアセンブリ

1 ロッキングピン

1 ヘアピンコッター

手手手順順順

1. 機体後部についているアタッチメントをすべ
て外す。

2. トラクションユニットを後退させてアタッチ
メントのアダプタが真後ろになるように停車
する。

注注注 ロックレバー図 4が、車体の後ろから見て
左側解除位置にセットされていることを確認
してください。

G003810

1

2

図図図 4

1. アタッチメントアダプタ 2. ロック・レバー

3. トラクションユニットのアダプタを上昇させ
てアタッチメントアダプタに嵌め合わせる。

4. ロックレバーを右側に倒して、アダプタ同士
をロックする。

5. アダプタにロッキングピンを通して、ヘアピ
ンコッターで固定する図 5。

1

G006618

図図図 5

1. ロッキングピン

6. ホースサポートループにホースを通して配設
する。

7. 油圧カップラについている防塵プラグを外す。
カップラに汚れがついていないこと、異物が
入っている様子がないことを確認する。

8. アタッチメントの油圧カップラを、トラク
ションユニットの後部補助油圧パワーキット
のカップラに接続する。

重重重要要要 油油油圧圧圧ホホホーーースススのののカカカッッップププラララををを外外外しししたたた時時時ははは必必必ずずず
カカカッッップププラララににに栓栓栓をををししし、、、油油油圧圧圧装装装置置置内内内部部部ににに絶絶絶対対対ににに異異異
物物物ををを入入入れれれななないいいよよよううう、、、細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払っっってててくくくだだだ
さささいいい。。。

3
リリリンンンクククアアアセセセンンンブブブリリリををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. ブロアをトラクションユニットに固定した状
態で、上昇させる。
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2. 図 6に示すように、上面のワッシャからアタッ
チメントアダプタのリンクアセンブリのス
ペーサまでの距離を測る。

注注注ワッシャとショルダ肩とのすき間が1.52.0mm
あれば適正とする。

G00381 1

1

2

3

図図図 6

1. 1.52.0mm 3. 調整ナット

2. ジャムナット

4
ブブブロロロアアアをををグググリリリスススアアアッッップププすすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ブロアを作動させる前に、グリスアップを行って
各部を適切に潤滑してください。このマニュアル
の「潤滑」の項を参照してください。この作業を
怠ると重要部品に急激な磨耗が発生しますから注
意してください。

5
前前前ウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

注注注意意意
アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを搭搭搭載載載しししててていいいななないいい時時時はははルルルーーーススス
ウウウェェェイイイトトトををを外外外しししててておおおくくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。絶絶絶対対対
ににに、、、アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを搭搭搭載載載しししててていいいななないいいのののににに前前前
ウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態ででで運運運転転転しししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。

必要な前ウェイトの種類や数については次の表で確
認してください。
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刈刈刈幅幅幅72イイインンンチチチ1.83m

グググララランンンドドドマママスススタタターーー 7200/7210ハハハーーードドドキキキャャャノノノピピピなななししし

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト 必必必要要要とととなななるるる前前前ウウウェェェイイイトトト ウウウェェェイイイトトトのののパパパーーーツツツ番番番号号号 ウウウェェェイイイトトトののの名名名称称称 数数数量量量

後部 QAS 搭載でアタッ
チメント モデル 30377 搭
載なし

0 kg

QAS 仕上げグレーダ/
ボックスレーキ モデル
08754

0 kg

スチール製マット モデル
08757

0 kg

ツースレーキ モデル
08751

0 kg

ツースレーキスプリング
レーキ モデル 08752

0 kg

ココナツ製マット モデル
08758

30.4kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
1

QAS ネイルドラッグ モデ
ル 08761

30.4kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
1

QAS ブロア (モデル
08759)

49.4kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg (42lb) 前ウェイト

1
2

ラーン社製グルーマ提携
メーカー製品

49.4kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg (42lb) 前ウェイト

1
2

刈刈刈幅幅幅72イイインンンチチチ1.58m

グググララランンンドドドマママスススタタターーー 7200/7210ハハハーーードドドキキキャャャノノノピピピああありりり

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト 必必必要要要とととなななるるる前前前ウウウェェェイイイトトト ウウウェェェイイイトトトのののパパパーーーツツツ番番番号号号 ウウウェェェイイイトトトののの名名名称称称 数数数量量量

後部 QAS 搭載でアタッ
チメント (モデル 30377)
搭載なし

0 kg

QAS 仕上げグレーダ/
ボックスレーキ (モデル
08754)

11.3 kg 114-4090 まままたたたははは
モデル 30375

前ウェイトブラ
ケット まままたたたははは

ジャッキスタンド・キット

1
1

スチール製マット (モデル
08757)

11.3 kg 114-4090 まままたたたははは
モデル 30375

前ウェイトブラ
ケット まままたたたははは

ジャッキスタンド・キット

1
1

ツースレーキ モデル
08751

11.3 kg 114-4090 まままたたたははは
モデル 30375

前ウェイトブラ
ケット まままたたたははは

ジャッキスタンド・キット

1
1

ツースレーキスプリング
レーキ モデル 08752

11.3 kg 114-4090 まままたたたははは
モデル 30375

前ウェイトブラ
ケット まままたたたははは

ジャッキスタンド・キット

1
1

ココナツ製マット モデル
08758

49.4kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb前ウェイト

1
2

QAS ネイルドラッグ モデ
ル 08761

49.4kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
2
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QAS ブロア モデル
08759

68.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
3

ラーン社製グルーマ提携
メーカー製品

68.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
3

刈刈刈幅幅幅62イイインンンチチチ1.58m

グググララランンンドドドマママスススタタターーー 7200/7210ハハハーーードドドキキキャャャノノノピピピなななししし

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト 必必必要要要とととなななるるる前前前ウウウェェェイイイトトト ウウウェェェイイイトトトのののパパパーーーツツツ番番番号号号 ウウウェェェイイイトトトののの名名名称称称 数数数量量量

後部 QAS 搭載でアタッ
チメント モデル 30377 搭
載なし

30.4kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
1

QAS 仕上げグレーダ/
ボックスレーキ モデル
08754

68.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
3

スチール製マット モデル
08757

68.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
3

ツースレーキ モデル
08751

49.4kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
2

ツースレーキスプリング
レーキ モデル 08752

68.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
3

ココナツ製マット モデル
08758

68.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
3

QAS ネイルドラッグ モデ
ル 08761

68.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
3

QAS ブロア モデル
08759

68.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
3

ラーン社製グルーマ提携
メーカー製品

68.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
3

刈刈刈幅幅幅62イイインンンチチチ1.58m

グググララランンンドドドマママスススタタターーー 7200/7210ハハハーーードドドキキキャャャノノノピピピああありりり

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト 必必必要要要とととなななるるる前前前ウウウェェェイイイトトト ウウウェェェイイイトトトのののパパパーーーツツツ番番番号号号 ウウウェェェイイイトトトののの名名名称称称 数数数量量量

後部 QAS 搭載でアタッ
チメント モデル 30377 搭
載なし

49.4kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42 lb 前ウェイト

1
2

QAS 仕上げグレーダ/
ボックスレーキ モデル
08754

87.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
3

スチール製マット モデル
08757

87.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
4

ツースレーキ モデル
08751

68.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
3
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ツースレーキスプリング
レーキ モデル 08752

87.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
4

ココナツ製マット モデル
08758

87.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
4

QAS ネイルドラッグ モデ
ル 08761

87.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
4

QAS ブロア モデル
08759

87.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
4

ラーン社製グルーマ提携
メーカー製品

87.5kg 114-4090 おおおよよよびびび
114-4096

前ウェイトブラ
ケット おおおよよよびびび

19kg 42lb 前ウェイト

1
4
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製製製品品品ののの概概概要要要

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があ
ります。

純重量 107kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセ
サリがそろっており、マシンの機能をさらに広げ
ることができます。 詳細は弊社の正規サービス
ディーラ、または代理店へお問い合わせください。
www.Toro.comでもすべての認定アタッチメントとア
クセサリをご覧になることができます。

運運運転転転操操操作作作

吹吹吹ききき出出出ししし口口口ノノノズズズルルルののの調調調整整整
排出口図 7を調整して風速や風量を変えることが
できます。排出口を小さくすると風速が大きくな
ります。

1. 排出口デフレクタの取り付けねじをゆるめる
図 7。

G003812

1

2
図図図 7

1. 排出口デフレクタ 2. 取り付けねじ

2. デフレクタの向きを調整する。

3. 取り付けボルトを締め付ける。

スススイイイッッッチチチ操操操作作作
昇降スイッチ 図 8 —上昇位置にするとアタッチ
メントが上昇し、下降位置にするとアタッチメン
トが下降します。

フロート/押圧切り替えスイッチ 図 8 —フロート位
置にするとアタッチメントがアンジュレーションに
沿って滑らかに上下します。押圧位置にすると、ア
タッチメントを地面に押し付けて作業をすること
ができます。押圧を強くすると、その分だけ走行
力がちいさくなります。

重重重要要要 ブブブロロロアアアはははフフフロロローーートトトモモモーーードドドのののみみみでででごごご使使使用用用くくくだだださささ
いいい。。。押押押圧圧圧モモモーーードドドででではははブブブロロロアアアががが損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりり
ままますすすかかかららら絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

12
 



図図図 8

1. フロート 3. 昇降

2. 押圧

運運運転転転のののヒヒヒンンントトト

警警警告告告
排排排出出出口口口かかかららら噴噴噴出出出すすす風風風ははは非非非常常常ににに強強強くくく、、、まままととともももににに吹吹吹
かかかれれれるるるとととケケケガガガをををすすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

• 作作作動動動中中中ははは、、、排排排出出出口口口ににに近近近づづづかかかななないいいこここととと。。。

• 作作作動動動中中中ははは、、、排排排出出出口口口ののの周周周囲囲囲ににに人人人ををを近近近づづづけけけななないいい
こここととと。。。

ブロアの使い方を練習しましょう。自然の風が吹い
ている方向と同じ方向にゴミを吹き飛ばすようにす
るのが作業のコツです。

ブロアを搭載した状態で縁石の乗り越えを行わない
でください。必ず車両用の出入り口から乗り入れ
てください。

注注注アタッチメントのアダプタがトラクションユニッ
トのアダプタに引っかかってしまった時は、バー
ルやドライバーなどをスロットに差し込んで外し
てください 図 9。

G003783

1

図図図 9

1. スロット
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保保保守守守

潤潤潤滑滑滑
ブロアには定期的にグリスアップが必要なベアリン
グとブッシュがあります。通常の使用では 8運転時
間ごとまたは使用するたびごとのうち早く到達した
時期に、各ベアリングにリチウム系汎用2号グリス
を注入します。ブロアを水洗いしたときは整備間隔
に関係なく直ちにグリスアップしてください。

グリスアップ箇所は以下の通りです

ファンのシャフト 2ヶ所) 図 10

G003730

図図図 10

キャスタアームのチューブ (図 11)

キャスタホイール (図 11)

図図図 11

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトアアアダダダプププタタタのののグググリリリスススアアアッッップププ

アタッチメント側のアダプタのロックレバーの動
きが悪くなってきたら、図 12 に示す部分に薄くグ
リスを塗ってください。

G003731

図図図 12

ベベベアアアリリリンンングググののの整整整列列列
モータ取り付けブラケットを外した場合は、ブロ
アを作動させる前に必ず整列調整を行ってくださ
い。整列調整用工具のパーツ番号についてはパー
ツカタログを参照してください。

1. 取り付けブラケットがブロアハウジングに仮
止め状態ボルトとナットが本締めされていな
いことを確認する図 13。

G0038141           2                 2           3
図図図 13

1. 整列調整工具 3. ファンカップラ

2. 取り付けブラケット

2. 取り付けブラケットからファンカップラに、
ベアリング整列調整工具を差し込む図 13。
カップラの中にスパイダカップラ図 14が入っ
ていないことを確認しておく。
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G003815

1
4

2

3

図図図 14

1. モータカップラ 3. 固定ネジ各2本
2. ファンカップラ 4. カップラスパイダ

3. 取り付けブラケット同士をボルトとナットで
締め付けて結合し、ブロアハウジングに固定
する。

4. 整列調整工具を外して作業を終了する。

ボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類のののトトトルルルククク締締締めめめ
ブロアを分解した場合には、以下のボルトナットに
ついて、必ず規定通りのトルク締めを行ってくださ
い。また、再組み立ての時に各ネジ山にロクタイト
242を塗ってください。

• モータとファンシャフトのカップラ 図 14を固定
しているねじの締め付けトルク 5882in-lb0.70.9kg.m

• ファンシャフトnoベアリングの固定ねじ図 15の
締め付けトルク 5882in-lb0.70.9kg.m

G003816 1
図図図 15

1. 固定ねじ

• ファンの取り付けナット図 16の締め付けトル
ク 500ft-lb69kg.m

G003817
1

図図図 16

1. ファンの取り付けナット

キキキャャャスススタタタアアアーーームムムのののブブブッッッシシシュュュののの整整整備備備
キャスタアームのチューブには上側と下側にブッ
シュがはめ込んでありますが、これらのブッシュは
使用に伴って磨耗してきます。ブッシュを点検する
には、キャスタフォークを前後左右に揺り動かして
見ます。ブッシュの中でキャスタのシャフトがぐら
ついているようならブッシュの磨耗が進んでいると
判断し、ブッシュを交換してください。

1. ブロアを上昇させて、ホイールを床から浮か
す。ブロアが落下しないように支持ブロック
で支える。

2. キャスタスピンドルの上部から、テンショニ
ングキャップ、スペーサ、スラストワッシャ
を抜き取る。

3. キャスタスピンドルを取り付けチューブから
抜きとる。スラストワッシャとスペーサは、
スピンドルの底部に残しておく。

4. ピンポンチを使って、チューブの上または下か
らブッシュをたたき出す図 17。もう1個のブッ
シュについても同様にして取り出す。チュー
ブの内部をきれいに清掃する。
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図図図 17

1. ブッシュ 2. キャスタアームのチューブ

5. 新しいブッシュの内外面にグリスを塗る。ハ
ンマーと平らな板を使って、新しいブッシュ
をチューブに叩き込む。

6. キャスタスピンドルの磨耗状態を点検し、必
要に応じて交換する。

7. チューブとブッシュにキャスタシャフトを押
し込む。スラストワッシャとスペーサをスピ
ンドルにはめる。シャフト上部にテンショニ
ングキャップを取り付けて全部のパーツを固
定する。

キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルとととベベベアアアリリリンンングググののの
整整整備備備
1. キャスタホイール・アセンブリとワッシャを

キャスタフォークに保持しているボルトから
ロックナットを外す図 18。キャスタホイール
をしっかりと握り、ボルトをフォークから抜
き取る。ホイール・アセンブリの内部からタ
イヤスパンナを外す。

図図図 18

1. ロックナット 4. キャスタフォーク

2. ワッシャ 5. キャスタホイール

3. タイヤスパンナ 6. ボルト

2. ホイールのハブから外側ベアリングを1個外
してインナーベアリングを取り出す落ちてく
る図 19。ホイールハブの反対側にあるベア
リングを取る。

図図図 19

1. ベアリングアウター 3. ベアリングインナー

2. ホイールアセンブリ

3. ベアリングインナーとアウター、タイヤス
パンナ、およびハブの内側の磨耗状態を点検
する。磨耗したり破損したりしている部品は
交換する。

4. キャスタホイールを組み立てる時は、まず、ア
ウターベアリングをホイールハブに押し込む。
ベアリングを取り付ける時、ベアリングの外
側のレース部分を押すように注意すること。

5. 次にインナーベアリングをホイールハブに入
れる。もう一個のベアリングをホイールハブ
の空いている側に取り付けてハブ内部のス
ペーサを固定する。
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6. ホイール・アセンブリにタイヤスパンナを入
れる。

7. キャスタホイール・アセンブリをキャスタ
フォークに取り付け、ボルトとロックナット
で固定する。
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

The Toro Company, 8111 Lyndale Ave. South, Bloomington, MN, USA は、以下に挙げるユニットが、以下に列
挙する指令に適合していることをここに宣言しますただし、各ユニットに付属する説明書にしたがって、「適合宣誓
書」に記述されている所定のトロ社製品に取り付けることを条件とします。

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

30393 315000001 以上 ブロア
DEBRIS BLOWER-GM

7200/7210 ブロア
2006/42/EC,
2000/14/EC

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み EU技術連絡先

Peter Tetteroo
Toro Europe NV
B-2260 Oevel-Westerloo
Belgium

David Klis Tel. 0032 14 562960
上級エンジニアリングマネージャ Fax 0032 14 581911
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
September 26, 2013
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Toro 一一一般般般業業業務務務用用用機機機器器器ののの品品品質質質保保保証証証

年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの品
質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製品
に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧
下さい。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品について
は、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 35 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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